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査の一つである Blue LASER Imaging(BLI)は単一波長であるレーザー光を用いており，より鮮明な
画像強調効果が期待される.なお，BLI より明るいモードである BLI-bright は遠景での観察に有用
とされている. 
申請者は，4 つの異なる内視鏡観察モード［O-WLI および F-WLI，NBI,および,BLI-bright］併用
非拡大観察における食道表在癌の描出能を比較検討することを目的とした.2012年 3月から2014年





1 点とし，これを ranking score(以下 RS)として比較した.また,客観的評価は，癌部およびその近
傍の非癌部の抽出領域に関して Lab 表色系を用いてその色差を数値化し，これを color difference 
score(以下 CDS)として比較した.なお Lab 表色系は，明るさおよび色合いの違いを数値化する尺度
の一つであり，人の感覚に近い評価が可能とされている.主観的評価の結果，内視鏡専門医 3 名の
合計 RS は O-WLI：35/32/48 (平均 35.3)，F-WLI：37/35/58 (平均 43.3)，NBI 48/47/61(平均 52.0)，
BLI-bright：54/59/68 (平均、60.3)であった.平均 RS は，O-WLI と F-WLI では有意差はなく，NBI
は O-WLI より有意に高く(P<0.01)，BLI-bright は F-WLI より有意に高かった（P＜0.01）.さらに、
BLI-bright は NBI より有意に高かった（P＜0.01）.客観的評価の結果，平均 CDS は，O-WLI：15.92，
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